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丹後くだもの品評会 
果樹センターで開催！ 

 

９
月
４
日
、
久
美
浜
町
平
田

の
久
美
浜
果
樹
セ
ン
タ
ー
で
、

「
丹
後
く
だ
も
の
品
評
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
丹
後
地
域
の
果
実

生
産
者
の
生
産
技
術
の
向
上
及

び
品
質
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
生
産
者
相
互
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
丹
後
果
樹
研
究

同
志
会
が
主
催
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

 

本
年
度
は
、「
二
十
世
紀
」
や

「
豊
水
」
な
ど
の
ナ
シ
や
、「
藤

稔
」
や
「
ピ
オ
ー
ネ
」
な
ど
の

ブ
ド
ウ
を
あ
わ
せ
、
28
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。 

 

審
査
は
、
３
点
以
上
の
出
品

が
あ
っ
た
「
二
十
世
紀
」
に
つ

い
て
、
大
き
さ
や
色
と
い
っ
た

外
観
審
査
や
糖
度
審
査
に
よ
り

行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
入
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

京
都
府
知
事
賞
：
家
城
俊
昭

さ
ん（
三
分
）、京
丹
後
市
長
賞
：

西
垣
聡
司
さ
ん
（
三
分
）、
京
都

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
理
事

長
賞
：
日
下
部
太
郎
さ
ん
（
平

田
）、京
都
府
農
業
共
済
組
合
長

賞
：
細
川
克
幸
さ
ん
（
平
田
）、

久
美
浜
町
果
樹
観
光
協
会
長

賞
：
白
岩
秀
一
さ
ん
（
平
田
）、

丹
後
果
樹
研
究
同
志
会
長
賞
：

白
岩
功
さ
ん
（
平
田
）。 

当
日
出
品
さ
れ
た
果
物
は
、

９
月
５
日
及
び
６
日
に
、
道
の

駅
丹
後
王
国
「
食
の
み
や
こ
」

（
弥
栄
町
鳥
取
）
内
の
愛
菜
館

で
、一
般
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

▲審査のようす 

十
楽
バ
イ
パ
ス
北
側
公
園
で
、 

ツ
ツ
ジ
の
植
栽
活
動
実
施
！ 

▲植栽されたツツジの苗木 

丹海バス路線延伸！ 

 10
月
１
日
（
木
曜

日
）
、
路
線
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ

ま
す
。 

久
美
浜
町
内
を
走

る
路
線
で
は
、
「
久
美

浜
駅
」
～
「
峰
山
駅
」

間
を
運
行
し
て
い
る

丹
海
バ
ス
久
美
浜
線

が
、「
マ
イ
ン
前
」
ま
で

延
伸
さ
れ
ま
す
。 

時
刻
等
詳
し
く
は
、

全
戸
配
布
さ
れ
て
い

る
「
公
共
交
通
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

▲京都府知事賞のナシ 

避難所の見直しを検討 

 本
年
度
末
の
市
の
防

災
マ
ッ
プ
改
訂
に
合
わ

せ
、
久
美
浜
市
民
局
で

は
、
町
内
避
難
所
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
ま

す
。 先

日
行
わ
れ
た
久
美

浜
町
区
長
連
絡
協
議
会

の
幹
事
会
で
検
討
を
依

頼
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
風
水

害
時
に
は
、
よ
り
快
適

に
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
体
育
館
と
セ

ン
タ
ー
が
隣
接
し
て
い

る
場
合
は
、
各
セ
ン
タ

ー
を
優
先
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
随
時
、
検
討

内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。 

▲植栽後の記念撮影（写真提供：久美浜一区自治会） 

 

８
月
23
日
、
久
美
浜
町
十
楽

区
内
の
国
道
１
７
８
号
線
十
楽

バ
イ
パ
ス
北
側
の
公
園
で
、
ツ

ツ
ジ
の
植
栽
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
れ
は
、
十
楽
区
内
の
有
志

で
つ
く
る
「
十
楽
ま
ち
づ
く
り

ク
ラ
ブ
」
が
、
昨
年
６
月
に
開

通
し
た
同
バ
イ
パ
ス
の
北
側
に

整
備
さ
れ
た
公
園
に
、
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
、
市
の
地
域

振
興
対
策
事
業
補
助
金
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。 

 

当
日
は
、
同
団
体
の
メ
ン
バ

ー
な
ど
約
15
人
が
参
加
し
、
ツ

ツ
ジ
の
苗
木
12
本
を
大
型
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
国
道
沿
い

に
並
べ
ま
し
た
。 

▲「マイン前」まで延伸される丹海バス 



 

令和2年9月25日 発行：＜9月号＞ 

吉
田 

お
忙
し
い
中
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
は
じ

め
に
、
豊
島
さ
ん
自
身
の
こ

と
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

豊
島 

27

歳
の
と
き
に
、

久
美
浜
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
は
じ
め
は
、
親
の
民
宿

な
ど
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た

が
、
選
果
な
ど
の
ア
ル
バ
イ

ト
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
親
に
縛
ら
れ

ず
、自
分
の
裁
量
で
で
き
る
、

海
の
仕
事
を
メ
イ
ン
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

吉
田 

「
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
ら
れ
た
経
過
な
ど
を
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

豊
島 

現
在
の
牡
蠣
の
生
産

は
、
自
分
の
祖
母
の
代
か
ら

の
方
法
で
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
む
き
身
に
適

し
た
方
法
で
、
最
近
求
め
ら

れ
て
き
て
い
る
殻
付
き
に
は

向
い
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

殻
付
き
に
適
し
た
方
法
を
開

発
、
実
践
す
る
た
め
、
７
人

の
生
産
者
な
ど
で
集
ま
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。 

吉
田 
殻
付
き
の
特
徴
は
。 

豊
島 

む
き
身
だ
と
、
市
場

価
格
が
シ
ー
ズ
ン
で
変
動
し

や
す
い
の
で
す
が
、
殻
付
き

で
あ
れ
ば
、
一
括
で
の
注
文

が
多
い
。
し
か
し
、
従
来
の
方

法
で
は
個
数
の
把
握
が
難
し

く
、
そ
う
い
っ
た
注
文
を
受

注
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

吉
田 

む
き
身
と
殻
付
き
と

で
、
生
産
方
法
に
違
い
が
あ

る
の
で
す
か
。 

豊
島 

む
き
身
の
場
合
は
、

水
の
中
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
で

す
が
、
殻
付
き
の
場
合
は
、
現

在
検
討
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

式
の
方
法
で
は
、
定
期
的
に

上
げ
下
ろ
し
（
干
出
）
さ
せ
、

牡
蠣
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
身

の
質
を
変
え
て
い
ま
す
。 

時
間
が
あ
れ
ば
、
よ
り
丁

寧
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
子
育
て
や
家
族
と

の
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
時
間
を
あ
ま

り
割
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
産
業
と
し
て
、
ど
ん
な
形

で
次
の
代
に
残
し
て
い
け
る

 

て
い
て
も
だ
め

で
、
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
い
く
人

と
一
緒
に
や
っ
て

い
く
方
が
い
い
。 

何
も
し
な
け
れ

ば
廃
れ
て
い
っ
て

終
わ
り
で
、
変
化

に
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
生
き
残

る
。
今
、
四
十
代
、

五
十
代
の
人
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の

二
十
代
、
三
十
代

地域おこし協力隊の吉田浩士が、町内の様々な方を取材するコーナー。 

今回は、「久美浜湾養殖技術研究会」（以下「研究会」と略します）代表の、

豊島淳史さんを訪ねました。（取材：令和2年9月14日・民宿「豊富士」） 

▲フランス式の養殖方法 

か
を
考
え
て
い
ま
す
。 

吉
田 

生
食
と
し
て
も
売
り

出
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

豊
島 

生
食
で
販
売
す
る
こ

と
は
基
準
が
厳
し
い
の
で
、

こ
れ
ま
で
か
ら
、
基
本
生
食

し
な
い
前
提
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
生
食
を
目
指
す
よ
り

も
、
京
阪
神
か
ら
の
距
離
的

な
近
さ
を
活
か
し
、
果
樹
の

時
期
と
牡
蠣
の
時
期
は
重
な

ら
な
い
の
で
、
フ
ル
ー
ツ
の

直
売
所
で
牡
蠣
小
屋
を
す
る

な
ど
、
違
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

吉
田 

新
し
い
こ
と
を
始
め

る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
心
構

え
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

豊
島 

新
し
い
こ
と
を
や
る

と
き
に
は
、
一
人
で
主
張
し

▲久美浜湾の桟橋で語る豊島さん 
（写真中）と、民宿に来ていたフラ
ンス人のお客さん（写真左）。フラン
スでは、牡蠣はお祝いのときに食べ
る、高級品のイメージがあるそう。 

の
人
た
ち
に
も
、
挑
戦
し
や

す
い
土
壌
が
育
ま
れ
る
は
ず

で
す
。 

残
し
た
成
果
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
が
、
方
向
性
は
打
ち

出
せ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。打
率
は
低
い
方
で
す
が
。 

＜取材を終えて＞ 
次の世代に産業を残すために、新

しいことにチャレンジする研究会の
取組みは、とてもワクワクします。 
すべてが順風満帆には進みません

が、互いにできることを考え、協力
する姿が印象的でした。私も微力で
すが、役に立てればと思います。 

▲「研究会」での意見交換 

▲久美浜湾の牡蠣棚 


